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 【目的】  腰痛ガイドライン2012では重量物を持ち上げると
いった作業は危険因子であると報告されている。しかし、医
療・介護現場では腰痛症の勤労者も多く、患者の介助を余儀
なくされる腰痛症者に対する治療介入方法の確立が必要であ
ると考える。近年での先行研究では、Nickらは腰痛症者に対
し Proprioceptive neuromuscular facilitation（PNF）ア プ
ローチを実施し、体幹屈曲の柔軟性向上、Visual analogue 
scale（VAS）の改善、Oswestry disability index（ODI）の改
善を認めたと報告している。そこで、本研究の目的は、PNF
テクニックの一つであるCombination of Isotonics を用いた
Motor Control exercise の腰痛症者に対するその有効性を
検証することである。
 【方法】  本研究はシングルケースデザインのAB法を用い治
療者、評価者は盲検化を行った。対象は当院に勤務慢性腰痛
症例4名（男性2名女性2名年齢22±2歳）とした。介入期
間は4週間とし、Phase A は評価のみ行い、Phase B で
Nickらの方法に準じ治療を行った。介入方法は、自転車エ
ルゴメーターにてウォームアップをした後、下腿を床面に接
地しない端坐位を開始肢位とし、それより体幹前傾、前傾保
持、体幹伸展の運動をPNFテクニックであるCombination 
of Isotonics を用い運動制御を行った。これを週2回30分実
施した。
　評価は体幹屈曲 / 伸展トルク比（F/E 比）、Modified 
Schober test（MST）、日本語版ODI、荷物持ち上げ動作課
題時の疼痛（VAS）の4項目とした。課題は床にある箱を
Leg Lifting にて持ち上げ、被験者の前方の台に置き床へ戻
す作業を5回繰り返すとし、体重の5％、10％、20%を算出
し、重錘を段階的に加える方法を行った。これを週2回の治
療後に評価し、介入前の評価と合わせ計5回実施を行った。
　統計学的処理として、各項目の正規性を確認した後、正規
性のあるものは繰り返しのある一元配置分散分析を正規性が
ないものはフリードマン検定を行い検証した。統計解析はR
コマンダーversion2.81を使用し、統計学的有意水準は5%
未満とした。
 【説明と同意】  対象者には、本研究の主旨について十分な説
明を行い、書面にて研究参加の同意を得て実施した。
 【結果】  介入前の評価ではF/E比は0.76±0.26 N, MSTは
19.5±2.17 ㎝、日本語版ODIが15.55±2.72％、VASは体

重5%負荷では1.1±0.57 ㎝, 10%では2.12±1.38 ㎝, 20%
では3.25±2.19 ㎝であった。介入後はそれぞれE/F比は
1.31±0.07 N, MST は22.75±1.47 ㎝、日本語版 ODI が
10.21±2.52％、VAS は体重5% 負荷では0.62±0.41 ㎝, 
10%では1.5±1.03 ㎝, 20%では2.2±1.17 ㎝であった。解
析結果では、F/E比、日本語版ODIにおいて改善は認めな
かったが、MST, VASにおいて有意な改善を認めた。
 【考察】  結果より、MST腰椎屈曲の柔軟性向上、VASの改
善が認められた。これは脊柱起立筋の収縮作用である脊椎の
持続的な伸展ストレスが緩和され、持ち上げ動作における疼
痛が改善したと考える。また、三浦らは、腰痛者は荷物を持
ち上げる際、脊柱起立筋の過活動を認め腹筋群の筋活動の低
下に加え、腹斜筋の選択的収縮を行うことで脊柱起立筋の活
動低下を認めたと報告している。本介入においては、腹筋群
の求心性－等尺性－遠心性の収縮を行うことで脊柱起立筋を
相反神経抑制し、疼痛の軽減に至ったと考える。
【理学療法研究としての意義】 腰痛症に対する運動療法には
種々の介入方法があるが PNF を用いたMotor Control 
exercise の介入法もまた腰痛症に対して有用であることが
示唆された。これにより患者の症状に応じた介入法の確立に
向けて今後も検討していきたい。
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